
公開シンポジウム「総合知創出に向けた人文・社会科学
のデジタル研究基盤構築の現在」

画像公開方式IIIFと歴史GISによる
データ統合と総合知

北本朝展（ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セ
ンター／国立情報学研究所）
http://codh.rois.ac.jp/
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自己紹介
https://researchmap.jp/kitamoto/

•北本朝展（きたもとあさのぶ）
•国立情報学研究所教授、ROIS-DS人文学
オープンデータ共同利用センターセン
ター長

•専門は、情報学、デジタル・ヒューマニ
ティーズ、データ駆動型サイエンス（地球
科学・防災等）など。オープンサイエンス
の展開に向けた、超学際的な共同研究の展
開にも取り組む。
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@kitamotoasanobu

https://researchmap.jp/kitamoto/


ROIS-DS人文学
オープンデータ
共同利用セン
ター（CODH）
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機械

市民

研究者

多様化

深化 巨大化

「オープン」の概念を核として三者
を接続し、知識の深化、巨大化、多
様化を目指す

メンバー
国立情報学研究所
統計数理研究所
センター長＋
特任助教4名

2016年4月～



NIJL-NWプロジェクト
@国文学研究資料館
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/
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300,000点の日本古典籍
（1868年以前）を、デジ
タル化し、オープンデー
タとして公開。

日本文化のビッグ
データをどのよう
に活用するか？



デジタル人文学とは？
1. デジタル技術を人文学研究に導入することで、人文学
の新しい研究方法を考案し、新しい知識を得ること。

2. デジタル技術の一つが「人工知能（AI）」。人間と機
械の分業（協力）により、研究方法の変革が起こる。

3. コロナ禍が明らかにしたこと＝リモートでアクセスし、
議論し、共有できることの価値も大きい。

4. 共同研究（チーム）が重要性を増す＝「ワンオペ」で
は研究資源が足りないため、協働の文化が鍵を握る。

2022/1/22 人文・社会科学のデジタル研究基盤構築 5



多様な問いとデータの共有
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問い

答え

問い

答え

〇〇学 ××学デジタルデータ・
ツールの共有



International Image 
Interoperability 
Framework＝国際的な
画像配信方式

IIIF（トリプルアイエフ）とは？
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IIIFサー
ビス1

IIIFサー
ビス2

IIIFサー
ビス3

IIIFビュー
ア1

IIIFビュー
ア2

Web：HTML
画像：IIIF

第14回CODHセミナー
IIIF Curation Platform
利活用レシピ100連発
http://codh.rois.ac.jp/s
eminar/icp-recipe-
20210218/

http://codh.rois.ac.jp/seminar/icp-recipe-20210218/


IIIFを構成する技術要素
http://codh.rois.ac.jp/iiif/

1. Image API
•画像データにアクセスするための形式。

2. Presentation API
•画像をまとめた本などの構造やメタデータにアクセスするた
めの形式。

3. Authentication API、Content Search API、Change 
Discovery API、Content State APIなども仕様化。

4. 仕様に対応したオープンソース／商用ソフトウェアが
多数存在するため、気軽に始められる。
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http://codh.rois.ac.jp/iiif/


Image API
https://iiif.io/api/image/3.0/

1. Example.orgというウェブサイトの、image-serviceというprefix
を持つサービスの、abcd1234という識別子をもつコレクショ
ンの、full領域の、最大サイズの、回転なしの、デフォルト品
質の、JPEG画像形式のデータが欲しいというリクエスト。

2. 世界中のどのサイトも、同一の方法で画像にアクセスできる。
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{scheme}://{server}{/prefix}/{identifier}/{region}/{size}/
{rotation}/{quality}.{format}
https://example.org/image-service/abcd1234/full/max/0/default.jpg

https://iiif.io/api/image/3.0/


Presentation API
https://iiif.io/api/presentation/3.0/

1. マニフェスト（manifest）：トッ
プレベルの構造。

2. キャンバス（canvas）：一つ一つ
のページに対応。

3. アノテーション（annotation）：
様々な注釈を保持。

4. 全体はJSON形式で記述。
5. マニフェストをIIIFビューアに読
み込ませて閲覧する。
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https://iiif.io/api/presentation/3.0/


IIIF Curation Platform (ICP)
http://codh.rois.ac.jp/icp/
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1. あるテーマに沿ってコ
ンテンツを集める。

2. 適切な順番（配置）に
並べる。

3. 新たなコンテンツとし
て提示・共有する。

キュレーションとは、もともと、ミュージ
アムにおいて、資料の収集や作品の展示な
どの活動を指すことばである。

http://codh.rois.ac.jp/icp/


IIIF Curation Viewer
http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/
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CODH開発

1. ‘■’ の「切り取り」ボタ
ン→ 四角領域を指定

2. ‘☆’ の「お気に入り」ボ
タン→ 欲しい画像を収集

1

2

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/


日本古典籍デー
タセット（国文
研蔵ほか）

顔貌コレクション（顔コレ）
http://codh.rois.ac.jp/face/

顔貌コレクション・デー
タセット（CODH作成）

IIIF Curation Viewer / IIIF 
Curation Platform
（CODH開発）

機械の創造性
（GAN）

美術史研究

AI自動顔認識
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CODH 鈴木親彦、東大髙岸輝、Google Yingtao Tian、EPFL Alexis Mermetほか

http://codh.rois.ac.jp/face/


日本古典籍
データセット
（国文研蔵）

AIくずし字認識
http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

くずし字データ
セット（国文研・
CODH作成）

KuroNet
AIくずし字認識

AIくずし字認識アプリ
「みを」

くずし字認識サービス

くずし字認識コンペ正解率95%以
上（条件がよ
い場合）

人文・社会科学のデジタル研究基盤構築

CODH カラーヌワット・タリンほか
2022/1/22 14

http://codh.rois.ac.jp/char-shape/


アノテーションビューモード（文字）
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文字マーカー（標準
モード）

文字マーカー（上書き
モード）

矩形枠線マーカー
『源氏物語』（国文研蔵）



KuroNetくずし字認識サービス
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/

•くずし字多文
字認識サービ
ス。エクス
ポートされた
画像に含まれ
るくずし字を
すべて認識。

• 1枚の認識は1
秒～3秒程度。
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http://codh.rois.ac.jp/kuronet/


IIIFの相互運用性
1. IIIFの普及が世界中で急速に進んだ理由は、画像提供
者の共通のニーズにうまく答えたから。

2. 共通形式でデータを公開する（相互運用性を担保す
る）ことで、同じツールを使って世界中の画像にアク
セスできるようになった。

3. 各種ツールの前提がIIIF形式になると、IIIF対応してい
ないアーカイブは「不便」とみなされるようになる。

4. Fear of missing out（取り残される恐怖）が近づく。
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オープンな画像の利活用を開拓するIIIF Curation Platform, カレントアウェアネス-E, No.398, 2020.09.17, 
https://current.ndl.go.jp/e2301/

https://current.ndl.go.jp/e2301/


歴史ビッグデータの統合解析
http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/
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気候
地震
噴火
疫病
経済
人口
政治
文化

自然
科学的
データ

人文
社会的
データ

歴史的資料
（史料）

歴史ビッグ
データ研究基
盤（機械可読
データ）

データ
構造化
ワーク
フロー

過去のビッグデー
タを統合解析する
ための基盤技術を
研究

http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/


江戸マップ
http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/
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29枚の地図から
8719ヶ所の地
名を抽出して
データベース化

http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/


江戸切絵図の構造化
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江戸切絵図で最も売れた尾張屋版（1849-
1862）：国立国会図書館「デジタルコレ
クション」 doi:10.11501/1286656

IIIF Curation Viewerで読み込み、地名
を矩形で囲んで画像座標を記録し、
矩形中の文字を翻刻・現代語訳し、
地名をデータベース化。

IIIF形式だと、
画像をコピー
せずに、上に
注釈を重ねて
付加価値を付
与できる。

https://doi.org/10.11501/1286656


古地図のジオレファレンス
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立命館大学
日本版Map Warper

国立国会図書館
『江戸切絵図』

江戸マップβ版＋日本版Map 
Warperタイル配信サービス

GCPの対応付け
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江戸買物案内 –商業ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-shops/

•『江戸買物独案
内』（1824）か
ら、商人名や居
所などを抽出し
データベース化。

•歴博の「江戸商
人・職人データ
ベース」は現在
の区レベル。

•江戸買物案内は、
江戸マップの町
レベルでリンク。
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http://codh.rois.ac.jp/edo-shops/


江戸観光案内 –観光ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-spots/

•江戸時代の名所記や
名所案内を各世紀2点
ずつ選択。

• IIIF Curation Viewerを
用いて挿絵を切り抜
き、地名を翻刻し、
メタデータを付与。

•江戸マップ、歴史地
名データとリンク。

2022/1/22 人文・社会科学のデジタル研究基盤構築 24

CODH 鈴木親彦ほか

http://codh.rois.ac.jp/edo-spots/


edomi -江戸をみる／みせるデータポータル
http://codh.rois.ac.jp/edomi/

1. 江戸の都市、江戸の時代に関
する構造化データを公開する
データポータル。

2. 現代の地図、現代の分類体系
など、現代の標準と過去の
データを接続する。

3. 現代のYahoo!のように、カテ
ゴリごとにデータを収集し、
整理し、公開する。
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http://codh.rois.ac.jp/edomi/


史料とエンティティのリンク
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宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし

御江戸大地震大破并出火類焼場等書上之写（みんなで翻刻）

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし固有表現認識

原資料表記 江戸マップID 江戸マップ表記
宇田川丁 4-358 宇田川町
三島丁 4-290 三島丁
神明丁 4-294 神明町

曖昧性解消1. 江戸マップに出現する地名を、地
名リソース（エンティティのデー
タベース）として整備する。

2. 史料の文字列から固有表現（地
名）を抽出する。

3. 特定のエンティティとリンクする
ことで、実世界と紐づける。



歴史的行政区域データセットβ版
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/
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1. 1920年から2021年
まで、29時点。

2. 行政区域件数＝
16,447件、行政区
域境界データ件数
＝102,578件

3. 2017年1月に公開。
毎年データ更新と
機能追加を継続中。

東京都八王子市/東京府八王子市 (13201A1968)：
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/13201A1
968.html

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/


歴史地名マップ
http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/

1. 人間文化研究機構・H-GIS
研究会が公開する「歴史
地名データ」298,914件を
地図にまとめて表示。

2. バイナリベクトルタイル
の活用により、多数地点
をウェブ地図に表示。

3. 歴史地名データの識別子
と属性を、地名リソース
の一つとして活用。
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http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/


GeoLOD
https://geolod.ex.ni.ac.jp/

2022/1/22 人文・社会科学のデジタル研究基盤構築 29

1. 登録した地名に識別
子（GeoLOD ID）を
付与し、アプリを越
えて共有するための
地名情報基盤。

2. 作成した地名辞書は、
GeoNLPによる自動
地名抽出にも活用。

3. 有効期限など歴史地
名にも対応。

https://geolod.ex.ni.ac.jp/


1つのことをうまくやる

1. When → HuTime（国際日本文化研究センター関野氏）
2. Where → GeoLOD
3. Who → ？
4. What → ？
5. Why → ？
6. How → ？
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それぞれの課題に対し
て1つのサービスが生
まれる。それをみんな
で協力して運用する。



UNIX哲学
https://ja.wikipedia.org/wiki/UNIX%E5%93%B2%E5%AD%A6

1. 一つのことを行い、
またそれをうまくや
るプログラムを書け。

2. 協調して動くプログ
ラムを書け。

3. Keep it Simple, Stupid 
（KISS原則、「シン
プルでつまらないも
のに保て」）
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https://twitter.com/cdixon/status/5051181
60811728896

https://ja.wikipedia.org/wiki/UNIX%E5%93%B2%E5%AD%A6
https://twitter.com/cdixon/status/505118160811728896


グローバル／ビッグヒストリー
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ジャレド・ダイアモン
ド、銃・病原菌・鉄

ユヴァル・ノア・ハラ
リ、サピエンス全史

デヴィッド・クリスチャン、ビッグヒストリー わ
れわれはどこから来て、どこへ行くのか――宇宙
開闢から138億年の「人間」史

「歴史」の
対象が空間
的・社会的
に拡大し、
より分野横
断的になっ
てきた



European Time Machine

•欧州を中心とした4000年の文
化遺産デジタル化と活用

•予算：10年で1000億円→現在
は大幅減額？

Hanyang Time Machine

•韓国・ソウルの3次元復元
（メタバース）と知識ネット
ワークの構築

•予算：7.6百万ドル／年
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「過去のビッグデータ」を探る欧州タイムマシン研究計画, カレントアウェアネス-E, No.389, 
2020.04.23, https://current.ndl.go.jp/e2248/

https://current.ndl.go.jp/e2248/


タイムマシンの概念図
https://www.timemachine.eu/about-us/

1. デジタル化で過
去のデータを増
やす。

2. AIで構造化デー
タを増やす。

3. シミュレーショ
ンで欠けている
データを補う。

4. 過去を未来に延
長する（4D）。
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https://www.timemachine.eu/about-us/


総合知とデジタル研究基盤

モデル

データ

人間とは何か？
人文学（人文科学）

モデル

データ

自然とは何か？
自然科学
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問い

計算

関係

情報学（情報科学）

モデル

データ

社会とは何か？
社会科学
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